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Kata－Kata　dalam　Bahasa　Indonesia
yang　asalnya　dari　Passive　Participles　Bahasa　Arab
Shigeru　MORIMURA
　　Melalu圭agama！kebudayaan　Isla搬bahasa　I蕪donesia　Inenga斑bi至banyak　ka重a　Arab，　ba圭k　kata－
kata　keagalnaan　斑aup瀕　kata－kata　umum．　　Besar　sekali　pe難garuh　bahasa　Arab　kepada
perkembangan　bahasa　Indo簸esla，　te臓亀a搬a　dalam　bidang　pe薮ga搬bila益ka宅a－ka£a．　Ada　kata－kata
Arab　ya捻g　secara圭angsung　masuk　ke　dalam　bahasa　I撮ones圭a，　ada　j護ga　yang　secaYa　tak　langsu難g
搬as雛k　ke　dalam　bahasa　I韮donesia　mela圭ui　bahasa－bahasa　yang　sudah　dipengaruhi　bahasa　Arab
seperti　bahasa　Parsi，　bahasa　Urdg　dan　lai難一至ain．
　　1）a玉am　bakasa茎ndo簸esia　teごdapat　kata－kata　yang　asal勲ya　dari　pass圭ve　pa痴ciples　bahasa　Arab．
Bahasa三ndonesia　serempak　kena　pe塁gar慧h，　baik　dari　bahasa　Arab　maupun　dari　bahasa－bahasa
yang　sudah　dipe薙gamhi　bahasa　Aごab．　Jadi，　sukar　sekali　dipastika鍛，　dar重bahasa　ya勲g　ma無a
kata－kata　it疑　搬asuk　ke　dala拠　bahasa　：【鍛do無esia．　　Tetapi，　berdasarkan　sebab－sebab　yang
diterangkan　di　bawah　i鍛i，　dapa重d呈s呈mpulkan，　bahwa　kata－kata　yang　disi益gg雛ng　dalam　karangan
ini　berasa至dar圭passive　par重icip至es　bahasa　Arab．
　　a．Karakter　kata　dengan　huruf　Jaw呈biasanya　sama　dengan　karakter　pass量ve　par重ic呈ple　bahasa
　　　　Arab．
　　b．Pada　ka£a三tu　terdapat　ciri　b凱yi　passive　part呈ciple　bahasa　Arab．
　　c．Kata呈tu　mempunyai　f雛ngsi！pemakaia益ya難g　sama　dengan　fu無gs圭1pemakaian　passive　parti－
　　　　ciple　bahasa　Arab，　yaitu　fu鍛gsi！pemaka呈aR　adjective　dan　nomina1．　A痴kata，　ya童tu　arti
　　　　adjective　dan　arti　nominal，　di短runka韮dari　arti　kata　passive　participle　bahasa　Arab。
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　Ka£a－kata　asing　diambil　bahasa　lndonesia　tanp母　mempedulikaR　gender，　number　dan　dec｝ension
ka重a－ka重a　asing　i雛．　D圭antaτa　kata－ka重a　da玉am　bahasa　I無donesia　ya簸g　asal難ya　dari　passive　par£ici－
ples　bahasa　Arab　ada　ya鍛g（圭ipakai　sebagai　1（ata重ambahan　a£au　kata　ke！ja　sela鎗dipakai　sebaga呈
kata　sifat　a£au　kaねbenda．　Ada　luga　yang鷺emben加k　kata－kat象雛獄na鍛dengan　imbuhan　a£au
membentuk　kata　malemuk．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はじめに
　インドネシアにイスラム教，イスラム文化が渡来するに及び，・でンドネシア語も著しい影響を
受けた．
　インドネシアにイスラム教が伝来したのは13世紀後半であるといわれ，スマトラ北部に初めて
伝えられたという．しかし，それ以前にアラブ人が既に渡来していた記録もあり，もっと以前に
伝来していたかもしれない．イスラム教は，15～16世紀にはインドネシア群島各地へ伝わる．イ
ンドネシアにイスラム教をもたらしたのは，アラブ人，ペルシア人，インド入であり，またトル
コ人などの少数民族もいたという．イスラム教と共に彼等によってイスラム文化がもたらされた．
イスラム教の布教は彼等の商業活動と結びつき，イスラム教は，最初，主としてスマトラ，ジャ
ワ，カリマンタンの海岸都市の商人の聞に広まったが，やがて商赫の流通により内陸の方へと伝
えられていった．コーランをはじめ，いろいろな宗教書がもたらされ，政治，経済，学問，文学，
芸術などの各種の分野にわたる華やかなイスラム文化がもたらされた．醤語の面で受けた影響で
は，とりわけアラビア文字が伝わり，非常に多くのアラビア語の語彙がインドネシア語にとり入
れられていった．アラビア語から痘接とり入れられたほか，ペルシア語，ウルドゥ語などのよう
なアラビア語の影響を既に受けた雷語を経てインドネシア語にとり入れられたものもあろう．イ
ンドネシア語にとり入れられたアラビア語起源の語彙は各種の分野のものに及ぶが，とりわけ宗
教関係用語がめだつ．回教徒にとってアラビア語はH常の宗教生活に於いて欠くことができない
所以である．しかし，日常用語にも可成多くのアラビア語起源の外来語がみられる．
　インドネシア語における外来語の研究に関する文献は，極めて少ない．インドネシア語にみる
アラビア語受動分詞起源の外来語に関する文献は，残念ながち全く見当たらない．一般的に書っ
て，インドネシア語における外来語の研究は未だ進んでいないようで，未開拓の分野であるとい
ってよいであろう；本稿で扱う「インドネシア語にみるアラビア語受動分詞からの外来語」とは，
インドネシア語の外来語の中でアラビア語受動分詞に語源をたどることができる外来語のことで
あり，これまで自分なりに研究した結果，知り得たことをまとめたものである．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　インドネシア語にみられるアラビア語起源の外来語は，文字欝語（書き言葉）からとり入れら
れたものもあれば，音声言語（話し欝葉）ないし方蚕からとり入れられたものもあろう．それら
はアラビア語から直接とり入れられたものばかりであるとはいえない．ペルシア語，ウルドゥ語
などのようにアラビア語の影響を受けた器語を経てインドネシア語にとり入れられたものもあろ
う．インドネシア語は，イスラム教，イスラム文化の渡来と共に，アラビア語から，またペルシ
ア語，ウルドゥ語などのようにアラビア語の影響を受けた雷語から，時期的にほぼ嗣じくして影
響を受けたからである．インドネシアにイスラム教，イスラム文化をもたらしたのは，アラブ人
のほか，ペルシア人，インド人，それにトルコ入などの少数民族であったし，彼等の通商，文化
の領域における活躍はめざましいものがあった．トルコ人などの少数民族の言語を経てアラビア
語の語彙がインドネシア語にとり入れられなかったとは断雷できないが，トルコ人などの少数畏
族の言語を経てとり入れられたものがあったとしても，彼等は少数民族であったがために，極め
てわずかであったにちがいない．だが，通商と布教のために多数訪れた園教徒のペルシア人やイ
ンド人の書語であるペルシア語，ウルドゥ語を経てアラビア語の語彙が可成インドネシア語にと
り入れられたものもあることは見逃すことができないであろう．ペルシア人がインドネシアへや
って来る以前，古くからペルシア語は多数のアラビア語の語彙を借用しているのであり，またウ
ルドゥ語にもアラビア語の語彙がペルシア語を経て11世紀頃よりとり入れられている．インドネ
シア語の外来語の中でsaudagar〈商人〉，　istana〈宮殿〉，　syahbandar〈港湾長〉，　nakhoda
〈船長〉，permadani〈絨既〉，　pasar〈市〉，　pahlawan〈英雄〉などの語がみられるように，
ペルシア語欝体から通商，行政，文学などの分野にわたる関係用語が可成インドネシア語にとり
入れられており，インドネシア語に対するペルシア語の影響も大きかった．
　インドネシアにイスラム教，イスラム文化が渡来するに及んでアラビア文字が伝えられた．イ
ンドネシア語の音を表記するのに29のアラビア文字に更に5文字がつけ加えられ，これら34の文
字はジャウィ文字（Huruf　Jawi）といわれる．5文字はK，と　，」㌧5，∀　であり，
インドネシア語の音／6／，／守／，／p／，／g／，／Ji／を表記するためのものであった．以後，近
世に至るまでインドネシア語はこのジャウィ文字で表わされた．20世紀に至り，ラテン文字（w一
マ字）がジャウィ文字にとって代り，環在，インドネシア語はラテン文字で表わされる．今ヨで
は，宗教関係書や古典インドネシア文学作品などにジャウィ文字をみる程度である．
　ジャウィ文字で書き表わされたインドネシア語をみると，アラビア語に語源をたどることがで
きる語彙の字形は，通常，アラビア語における字形と間じである．中にはジャウィ文字の表記法
に従ったものもあるが，この場合もアラビア語における字形のものも存在する．例えばfikir
（piki・）〈叛る〉は，ジ・ウ挟字で壷，愈などと書かれるほか，アラビア語の斬矯
も用いられている．ペルシア語やウルドゥ語にとり入れられたアラビア語の語彙も，それぞれの
奮語の表記法に従っているとはいえ，それらの字形はアラビア語における字形と同じであるもの
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が，普通，見出される，このように，インドネシア語にみられるアラビア語語彙のジャウィ文字
による字形がアラビア語における字形と隅じであること，またアラビア語の影響を受けた言語で，
インドネシア語に影響を与えた言語であるペルシア語やウルドゥ語において，アラビア語起源の
語彙の字形は，通常，アラビア語における字形と同じであることは，それらの語の語源をアラビ
ア語にたどっていくのに役立つキー・ポイントとなる．本稿で取扱う外来語がアラビア語受動分
詞に語源をたどることができるのも，ジャウィ文字（アラビア文字）による宇形が，通常，同様
であることが，まず有効な手がかりとなる．
　次に，インドネシア語に見出されるところのアラビア語受動分詞に語源をたどることができる
語をあげ，その次にアラビア語受動分詞とその語根（完了形，能動，第三人称男性・単数）を
あげる．アラビア語受動分詞とその語根には便宜上，U一マ字による音の表記も示したが，この
表記はHans　Wehr：AD圭ctionary　of　Modern　Written　Arabic　edited　by　J．　MiltoR　Cown，　Otto
Harrassowitz，　Wiesbaden，196iの中の表記法に従った。例えば1．におけるインドネシア語ma’bud
〈神〉は，アラビア語受動分詞」撃ma“bifd〈崇拝された；神〉に語源をたどることができ，こ
の受動分詞の語根が贈　　Labada〈崇拝する〉であることを示す．
1，ma’bud〈神〉
　　　　　）　yrRn　m・‘b資d
　　　　　　．．2P　　‘abada
2，mazkur〈述べられた〉
　　　　　ノ5％　madkar
　　　　　　5」9・k・ra
3，mafhum〈理解された；理解；理解する＞
　　　　　f帰b　maiham
　　　　　　、細f・him・’
4，maglub〈打ち負かされ．た〉
　　　　　Ψ典m・gleb
　　　　　　　し，．1．i・9alaba
5，mahful〈記憶された〉
　　　　　－la　sfO－　maり地
　　　　　　あ　hafi？a
6，mahmud〈賞賛された＞
　　　　　　」　pa）・a　mabmttd
　　　　　　　to　hamida
7，mahsul＜産物＞
　　　　　JSPt・・mahsul
　　　　　　J・o…恥al・
8，majemu（k）〈複合の〉
　　　　　　＆艸・m・lmQ‘
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ご
　　　　　　　Pt　jama・a
9，majedub〈とりつかれた〉
　　　　　Ψ3隔。mal面b
　　　　　　しみladaba
10，makbul＜受入れられた＞
　　　　　　」癖maqb田
　　　　　　　源q・bil・
ll，　makh（u）dum〈主人，宗教に通じ
　　　　　　　　た人に対する敬語〉
　　　　　ρ9為眺d職
　　　　　　　lt　b　塾adama
12，makh｝uk＜創造物＞
　　　　　　」」N－s．makliq
　　　　　　許k・1・q・
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mak（e）ruh＜非難すべき；悪行＞
　　　　　　　di　epa　m・k・曲
　　　　　　　　　・jS　k・rih・
maksud＜意図＞
　　　　　　」鋪。ma⑧d
　　　　　　　　痂　qasada
maktub〈書かれた〉
　　　　　　Ψ或m・k励
　　　　　　　　し5　kataba
ma’ku1〈道理にかなった＞
　　　　　　J典　ma‘qil
　　　　　　　　　母　‘aqa｝a
maklum〈知られた；了解する〉
　　　　　　ρ轟mざ1嚢m
　　　　　　　　　許‘・lim・
maklumat〈通知〉
　　　　　　毒幽m・‘1登mat
makmur〈栄えた〉
‘　　＿
　　　　　　ノ弊ρ　mamur
　　　　　　　　　戸　‘amara
mansukh〈取消された〉
　　　　　　　と艸m・・s藤
　　　　　　　　　智n・sa9・
marhum〈故……〉
　　　　　　　，e　P－‘．ン。磁ar埴m
　　　　　　　　　凸ra恥a
marhumah，　marhumat＜故（女性）…＞
　　　　　　th　yM磁ar垣mah
ma’ruf〈知られた；善行＞
　　　　　u2ナ恥　ma‘raf
　　　　　　　　J）s‘arafa
masygul，　masgul〈不安な＞
　　　　　」艸m・竜澱
　　　　　　　　」漏9a9・1・
ラ
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42
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masyhur，　mashur〈有名な〉
　　　　　　ノラ啄～論ゆ　　！na蓉h頑r
　　　　　　　　　　　あ　　　　　　ソ　　　　　　　　ノ晒　　sahara
masyuk〈愛された；愛入〉
　　　　　　　の　　　へ　　　　　　　　らソ　
　　　　　　」｝wh　nla　suq
　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　 の　　み　　　　　　　　囲　asユqa
ma’sum〈免除された＞
　　　　　　1ρ櫛ma‘stfm
　　　　　　　　　箇‘asama
maujud〈実存する＞
　　　　　　」曾勢mau掘
　　　　　　　　勢3wajada
mauludat〈実存する万物〉
　　　　じIJ曾30　n｝auj看d吾t
maulud〈（マホメットの）誕生欝＞
　　　　　　　JY　｝o　maulffd
　　　　　　　　　　病W・1・d・
mazmur〈鑑歌〉
　　　　　　　　　ノ　SPL♪o　　　maz鵬頁r
　　　　　　　　　／av　zamara
makzu｝，鵬a’zul＜免職された＞
　　　　　　　J，越。ma‘、lll
　　　　　　　　　Jy‘a・ala
majedub〈とりっかれた〉
　　　　　　“r’・S一爆。鵬aj旦嚢b
　　　　　　　YR÷ja¢aba
maksum〈分けられた〉
　　　　　　　ρS－・Re　　鵬aqs亘鵬
　　　　　　　　　lfras　qasama
mal’un〈呪われた＞
　　　　　　　OS．aJ。　mal‘Cn
　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　副韮　　　 　　　　aana
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mantuk〈真義〉
　　　　　　∂弾。　man書uq
　　　　　　　δ島　n・t・q・　　　　　　42，
mahdi〈指導者〉
　　　　　　　し5軽4　　mahdly
　　　　　　　　び繭　　｝1ad蓋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43，
magrur〈うぬぼれた〉
　　　　　　　ノ」り哺5硝　　magrur
　　　　　　　　　　／s　書a「「a
mahbub〈かわいい；愛人（男性）＞　　　　　44，
　　　　　　触ノ」＞Pt　　撫ahb嚢b
　　　　　　　　va　habba
mahbubat，　mahbubah〈かわいい；愛　　　45，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人（女性）＞
　　　　　　　4u　y♪・の　　登ヨahb嚢ba
majenun〈（霊に）とりつかれた＞　　　　　46，
　　　　　　ψ沖　ma］nun
　　　　　　　　　じ辛　，unna
ma’mum〈祈濤において祭司長によっ　　　47，
　　　　　　　　て導かれた；祈薦において
　　　　　　　　祭司長に従う者＞
　　　　　　　　e．s‘1　um・’鵬舳　　　　　　48，
　　　　　　　　　　　lamma
母
mujar（r）ab＜（薬が）ききめのある＞
　　　　　　　Yプ弾　mujarrab　　　　　　　　　　49，
　　　　　　　　？R．jarraba
mujar（r）ad〈抽象的な＞
　　　　　　　　Jう・　rnd　mujarrad
　　　　　　　　　Je　　jarrada　　　　　　　　　　　　　　　　50，
mukad（d）am＜先行した；指導者＞
　　　　　　　　e識。muqaddam
　　　　　　　　灌　q・dd・m・　　　　　　51，
mukad（d）amah，　mukad（d＞am　a　t〈序書〉
　　　　　　　　込o頓磁o　muqaddamah
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～258一
mukadamin〈先行した〉
　　　　　　ψ♂蜘　muqaddamln
mukaddas〈神聖な〉
　　　　　　　し）・－IE。　muqaddas
　　　　　　　V・ag　qaddasa
mukal（1）af，　mukal（1）　ap〈回教法を実践
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべき成入＞
　　　　　　　usS，　mukallaf
　　　　　　　　誘　kallaf・
mukar（r）am＜尊敬された＞
　　　　　　　　SC　9　m湘一
．誘k・一・
murakkab〈構成された〉
　　　　　　　　昏murakk・b
　　　　　　　　φンrakk・b・
muwak（k）a1＜代表＞
　　　　　　　　5．m・w・kk・壼
　　　　　　　　　あw・kk・la
muazam〈尊敬された〉
　　　　　　　　函m・‘・4Z・m
　　　　　　　　　＃‘・Z9・ma
田usabab識1
　　　　　　　し幽　musabbab
　　　　　　　　　Uレw　sabbaba
mua（a）正af，　mual（1）af〈発行された；刊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　行物〉
　　　　　　　　｛．＿SL」　多n　　mu’al｝af
　　　　　　　　　u」S’・ll・f・
mubarak＜葱まれた＞
　　　　　　　　5）レm・b5rak
　　　　　　　　5匹barak・
mujahadat＜回教を守る戦い＞
　　　　　9．¢ss　Ue　mujahada
　　　　　　　taしjahada
52，munajat〈無器の祈り〉
　　　　　　　　　　δしし　munajah
　　　　　　　　　　　♂しnajδ
53，munasabat，　munasabah，　menasabah
　　　〈合致した；合致〉
　　　　　　　　　　　しし。munisaba
　　　　　　　　　　　L．．．．しnasaba
54，　musyarakah，　musyarakat，　masyarakat
　　　〈社会〉
　　　　　　　　　　錫属燃・蕊・ak・
　　　　　　　　　　　喝U甑rak・
55，　muta｝a，ah，　mutla，ah〈概究〉
　　　　　　　　　鼓且ム。mutftla‘a
　　　　　　　　　　　ど　U）£al・‘・
56，　mu（a＞fakat，　muafakah，　mupakat〈同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　意の；同意〉
　　　　　　　　　　酬タm・waf・q・
　　　　　　　　　　　　幽㌧waf・q・
57，musyawarat，　musyawarah，⑳esuarat，
　　　　masyawarat＜協議＞
　　　　　　　　　　　li」　sla・・ugSw…
　　　　　　　　　　　　ノsし；　9Ew・・a
58，mut（a）lak〈無条件の〉
　　　　　　　　　　　　幽鵬ψq
　　　　　　　　　　　　δ顧’・S1・q・
59，mufrad〈ただ一つの＞
　　　　　　　　　　　　　J＞Ao　mufrad
　　　　　　　　　　　　　　3yl’・f・・d・
60，murad〈意図＞
　　　　　　　　　　　　　」レm・・五d
　　　　　　　　　　　　　」、て’a曲
61，
コ
26
コ
36
ツ
46
ツ
56
ヲ
66
コ
76
コ
86
り
96
ナ
o7
mubah〈（回教で）許されてもいないし，
　　　　　　　　禁じられてもいない〉
　　　　　　　　　戸しmub蕊
　　　　　　　　　　9し　　゜∫
　　　　　　　　　⊂v’abaりa
mursa｝〈（神の〉使徒＞
　　　　　　　　　」ツmursal
s
　　　　　　　　　」望♂’・rsala
mukhtasar〈大略〉
　　　　　　　ノム。muktasar
　　　　　　　．，．，、a：ふ肇匙ta鐸a
muktabar，　mu’tabar〈尊敬された〉
　　　　　　　　之縣・脚‘tabar
　　　　　　　　　ノ尋｝重　i‘tabara
muktamad，　mu’tamad〈信用のおける（入）〉
　　　　　　　　幽　mu‘tamad
　　　　　　　　鰯｝　　i‘tamada
mujta澱a，　〈社会〉
　　　　　　　　酔。m・jtama‘
　　　　　　　映1童」伽・‘・
muktamar，　mu’tamar，　mutamar〈会議〉
　　　　　　　　陣多斑・’t・m・・
　　　　　　　　　Pt．　l　it・m…
murtad〈儒仰を捨てた＞
　　　　　　　　　　urノ。　murtadd
　　　　　　　　　　帥蔓ノ1　圭rtadda
mustahak〈権利のある〉
　　　　　　　∂y‘L－－mustallaqq
　　　　　　　twS　i・t・ll・qq・
mustajab〈（薬が）ききめのある〉
　　　　　　㌢し噸m・・t・jab
　　　　　　L．し．u．I　istajEba
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　上述のアラビア語受動分詞はほとんどすべてペルシア語にもウルドゥ語にもとり入れられてい
て，それらの字形はアラビア語におけるものと同じである・但し・アラビア語受動分詞c＿liJ　pa
mu’allafは，ペルシア語，ウルドゥ語では　S　（W琶w）の上の　s（Hamza）がない．
　外来語とは外国語から自国語にとり入れられた言葉である．従って，その音形も自国語の発音
の習慣にあわせられたものになっている．即ち，自国語の音素，音節構．造，アクセントといった
音組織のSubstratumが働いているが，本稿で扱う外来語がアラビア語受動分詞に語源をたどる
ことができる手がかりとなるのは，アラビア語受動分詞の型の音形の特徴が多かれ少なかれそれ
らの語にあらわれていることである．今，子音をCとして，m一マ字でアラビア語受動分詞の型
をあらわすと，まず三つの子音を語根とする単純動詞（Simple　Three－Rad量cal　Verb）の受動分
詞の型はmaCCtiCである．上述の1から38までの語（34の語は別）はこの種の型の膏形の特徴
があらわれている．maklumat，　marhumah，　mahbubatはこの種の型にFemiRine　Ending　6．
（ローマ字による音の表記はat，　ah，　aなど）が接合した型の音形の特徴があらわれているもの
である．三つの子音のうち，最初の子音がS（Waw）で始まる単純動詞の受動分詞の型はmauCgC
であ｝），maujudとmauludにその音形の特徴があらわれている．　maujudatにはmauladの女
性規則複数maujfidatの音形の特徴があらわれている．34の語mahdiはWeak　Verbの受動
分調の型maCCIyの音形の特徴があらわれているものである．39から49までの語には，派生動
詞第二型の受動分詞の型muCaCCaCがもつ音形の特徴があらわれている。　mukad（d）amah
にはこの種の型にFeminine　Endingが接合した型の音形の特徴があらわれているのであ1），
mukadaminはmuqaddamの男性規員弓複数muqaddamiRの音形の特徴があらわれているもの
である．派生動詞第三型の受動分詞の型は，muCECaCであり，この型の音形の特徴はmunajat
を別として50から57までの語にみることができる．mujahadat，　munasabat，　masyarakat，　mutala’ah，
mupakat，　musyawaratには，この『種の型にFeminine　Endingが接合した型の音型の特徴があ
らわれているものである．munajatにはWeak　Verbの派生動詞第三型の受動分詞の型muC配盈
の音形の特徴をみることができる．派生動詞第四型の受動分詞の型はmuCCaCとあらわされる
が，この種の型の音形の特徴はmutlak，　mufrad，mursalの語にみられる．　murad　とmubah
にはH◎llew　Verbの派生動詞第四塑翌の受動分詞のlai　muCECがもつ音形の特徴があらわれてい
る．派生動詞第八型の受動分詞の型はm蘇CtaCaCであ1），この型の音形の特徴は63から67までの
語にみられる．muytadにはDoubled　Verbの派生動詞第八型の受動分詞の型muCtaCCがもつ
音形の特徴があらわれている．mustahakにはDoubled　Verbの派生動詞第十型の受動分詞の型
mustaCaCCがもつ膏形の特徴があらわれているのであり，またmustalabにはHollow　Verb
の派生動詞第十型の受動分詞の型mustacacがもつ音形の特徴があらわれているのである．
　アラビア語の影響を受けた言語で，インドネシア語に影響を及ぼした言語であるところのペル
シア語やウルドゥ謡にみられるアラビア語受動分詞起源の外来語にも，アラビア語受動分詞の型
の音形の特徴がよくあらわれている．今，mak秘uk，　maksud，　makmur，　marhum，　marh餓漉，
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mujarrab，　mutlak　を例にとってペルシア語におけるu一マ字による音の表記をみると，搬aゆ1画，
ma囎這d，　maらm亘r，　marl｝酉m，　mar瞬瓢a（t），　mujarrab，　muSlaq　であり，ウルドゥ語ではma堕嬉g，
田aq額d，　ma‘mttr，　mar騨m，斑a功U鵬ah，　mujarrab，　lnuμaqとなっている．謎2
　更に本稿で取扱う外来語がアラビア語受動分詞に語源をたどることができる手がかりとなるの
は，アラビア語受動分詞の持つ機能と岡じ機能がそれらの語にみられることであり，またペルシ
ア語，ウルドゥ語などのようにアラビア語の影響を受けた書語で，インドネシア語に影響を及ぼ
した言語にみられるアラビア語受動分詞起源の外来語にも，アラビア語受動分詞の持つ機能と岡
じ機能がみられることである．このアラビア語受動分詞の持つ機能とは，次に述べるように，文
中，形答詞としての機能であり，また名詞としての機能である．
　元来，アラビア語受動分詞は，〈～された，～されている〉という「受動的（passive）な完了
の状態Jをあらわすのを意昧特徴に有する．アラビア語受動分詞は，文中にあらわれる位概によ
って，形容詞としての機能を発揮する場合もあれば，〈～されたもの（こと），～されているもの
（こと）〉という意味をあらわす名詞としての機能を発揮する場合もある．例えば，動詞　許
kalaqa〈創造する〉の受動分詞6．幽mak｝Rqは，〈創造された〉という意味をあらわす形容
詞としての機能を発揮する場合もあれば，〈翻造されたもの〉，即ち〈創造物，生物〉という意
味をあらわす名詞としての機能を発揮することもある．また動詞痂qaeadaの持ついろいろ
な意味のうち，〈意図する〉を例にとれば，この動詞の受動分詞4蝉。maqsudは，〈意閣さ
れた〉という意味をあらわす形容詞としての機能を発揮する場合もあれば，〈意図されたもの（こ
と）〉，即ち〈意図，臼的〉という意味をあらわす名詞としての機能を発揮することもある．これ
らの機能によって，形容詞としての機能を発揮する場合の受動分詞の意味（語義）を彬容言融勺
意味」，名詞としての機能を発揮する場合の受動分詞の意味（語義）を「名詞的意味」とすれば，
これらの晶詞的意味を伴ってアラビア語受動分調の語はインドネシア語にとり入れられ，またペ
ルシア語，ウルドゥ語などにとり入れられ，またペルシア語，ウルドゥ語などを経てインドネシ
ア語にとり入れられた．アラビア語受動分詞の語は，ペルシア語やウルドゥ語においても，通常
「形容詞的意味」を伴ってとり入れられたものは形容詞としての機能を発揮し，ヂ名調的意味」を伴っ
てとり入れられたものは名詞としての機能を，また「形容罰的意味」ど名詞的意【鵜の醐方を伴ってど）入
れられたものは形答詞としての機能や名詞としての機能を発揮する（勿論，他の用法もみられる）．
アラビア語受動分詞の語がインドネシア語に直接とり入れられる場合，またペルシア語，ウルドゥ
語などにとり入れられる場合，またペルシア語，ウルドゥ語などを経てインドネシア語にとり入
れられていく場合，中にはただ「形容詞的意味」を伴ってとり入れられたものもあるし，ただ「名
詞的意昧」を伴ってとり入れられたものもある．また「形容詞的意味」と「名詞的意味」との双
方を伴ってとり入れられたものもある．但し，外来語というのは原語の持ついろいろな意味の一
部を伴ってとり入れられるのが普通であるから，原語の「形容詞的意味」といっても，それらの
すべてを伴ってとり入れられたわけではない．また原語の「名詞的意味」といっても，それらの
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すべてを伴ってとり入れられたわけではない．また，ペルシア語，ウルドゥ語などを経てインド
ネシア語の中に入ったものの中には，ペルシア語，ウルドゥ語などの中で更に派生した意味を伴
ってインドネシア語にとり入れられたものもあろう．また，インドネシア語に入った後，インド
ネシア語の中で新しい意味の派生が生じたものもあろう．
　一般に，外来語の中には借入された時の意味では次第次第に使われなくなっていき，遂には，
もはやその意味では使われなくなってしまうものがある．例えば，ポルトガル語のbateiraから
臼本語に入ったFバッテラ」という語は，〈小舟〉という意味で借入され，その意味で最初使わ
れていたが，いつのまにか〈小舟〉という意味では使われなくなっていき，現在では，この語は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註3
もはやこの意味では使われなくなり，〈小舟〉から派生した〈押しずし〉の意味で使われている．
インドネシア語にみられるアラビア語受動分詞起源の外来語にも，こういった語が中にある．例
えばmujar（r）abという語はアラビア語受動分詞L，fコー？．　mujarrabを語源とする．アラビア語
動調セ野jarraba〈試す，試験する〉の受動分詞がLf2・〉。　mujarrab〈霊式された，試験された〉
で，この受動分詞はペルシア語やウルドゥ語にもとり入れられた，インドネシア語のmular（r）ab
は，今日ではく試験された，試験済の〉といった意味ではもはや使われなくなり，〈（薬が）よく
きく，ききめのある〉という意味で使用されている．
　インドネシア語にみるアラビア語受動分詞に語源をたどることができる外来語は，インドネシ
ア語において，文中いかなる機能を果たすかをみると，やはり「形容詞的意味」を伴ってとり入
れられたものは形容調としての機能を発揮するのであり，「名詞的意味」を伴ってとり入れられた
ものは名詞としての機能を発揮する．また「形答詞的意味」と「名詞的意味」の双方を伴ってと
り入れられたものは，形容詞としての機能や名詞としての機能を発揮する．
　a，名詞としての機能の例
　　ManUSia　ada｝ah　makhlUk　yang　mempUnyai　akal　bUdi．
　　〈人間は知能を持つ生物である．＞
　　Apakah　maksud　mereka？〈そ皮等の意國は何ですか〉
　　（躍＞marhum　Dr．　Harton◎dan（al）　marhumah　Ibu　Susilo　berjasa　besar　kepada
　negara　kita．〈故ハルトノ博士と故スシロ女史は，我が国に偉大な貢献をした．＞
　b，形容詞としての機能の例
　　Di　Eropah　banyak　seka｝i　negara　makmur．
　　＜ヨーロッパには繁栄した国家が非常に多い．＞
　　Daiam　kaiimat　一一　kalimat　ini　teerdapat　beberapa　kata　majemuk．
　　＜これらの文章にはいくつかの複合語がみられる。＞
　　Negara　itu　makmur．〈その国家は繁栄している．〉
このように，アラビア語受動分詞本来の文中における形容詞としての機能及び名詞としての機
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能が本稿で取扱う外来語の機能にみられる．そして，語義として持つところの「形容詞的意味」
やヂ名詞的意昧」は，アラビア語受動分詞の〈～された，～されている〉という意味特徴が出発
点となっているものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II
　インドネシア語にみるアラビア語受動分詞に語源をたどることができる外来語も，性，数語
形変化にこだわりなくとり入れられている．インドネシア語の外来語～般について言えることは，
インドネシア語は外国語の名詞の性，数語形変化にこだわりなくとり入れていることであり，
また形容詞についても語形変化にこだわりなくとり入れていることである．アラビア語受動分詞
に語源をたどることができるmakhluk〈生物〉，　makSud〈意図〉，　marhum〈故〉などは，
アラビア語やウルドウ語において文法上の性は男性であり，masyarakat〈祉会〉，　mupakat〈同
意〉，musyawarat〈協議〉，　marhumah〈故〉などはアラビア語やウルドゥ語における文法上
の性は女性である．またオランダ語からの外来語を例にとれば，dokter〈医・者〉，　trem〈電車〉
は男性名詞dokter〈医者〉，　tram〈電車〉から借入されたものであり，　pena〈ペン〉，　kamar
〈部屋〉は女性名詞pen〈ペン〉，　kamer〈部屋〉から，またbuku〈本〉，　kantor〈事務所〉
は中性名詞boek〈本〉，　kantoor〈事務所〉からそれぞれ借入されている．やはリオラン
ダ語からの外来語であるpelitikus〈政治家〉，　politisi〈政治家たち〉は，前者は単数名詞
politicus〈政治家〉かち，後者はその複数形のpolitici〈政治家たち〉からそれぞれ借入され
た．hadirin〈出席者〉はアラビア語oひゆし髄4爵nに語源をたどることができ，メoU　ljadir
の男性規則複数をあらわす語形変化形である．アラビア語受動分詞に語源をたどることができる
mukadamin〈先行した〉も・元来・アラビア語では受動分詞，ふmuqaddamの男性規則複数
の語形変化形である．
　インドネシア語にみるアラビア語受動分詞に語源をたどることができる外来語の中には，a｝ma’bud
〈神〉，almaktub〈聖典〉，　almarhum〈故〉，　almarhumah〈故〉，　almahdi〈メシヤ〉の
ように，アラビア語の定冠詞　Jl　alが受動分調の語についた形でとり入れられたものもある．
　アラビア語受動分詞起源の外来語は，インドネシア語において形容詞としての機能や名詞とし
ての機能を発揮するのであるが，中には更に副詞としての機能を発揮したり，副詞句を作ったり
するものもみられ，また次のmafhum，　maklumの例にみられるように，更に動詞としての機能
を発揮するものもみられる．つまり，副詞としての語義や動詞としての語義を併せ持つに至って
いるものがある．
　Penduduk　di　pulau　itu　hidup　makmur．＜その島の住畏は豊かな暮らしをしている．＞
　Sy簾at－syarat　itu　harus　diterima　dengan　mutlak．＜それらの条件は無条件に受入れなけれ
　ばならなかった．＞
　Surat　orang　muda　telah　kami　terima　dan　mafhum　kami　apa　isinja．＜あなた（erang恥uda一
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主人公Zainuddinのこと）のお手紙を我々は受取りました．そしてその内答がわかりました，〉
（Hamka；Tenggelamnja　Kapal　van　der　Wijck，　Tjetakan　ke－4，　Djakarta，1951．　p．106）
Ia　sudah　mafhum　isi　buku　itu．〈彼はその本の内容を理解した．〉（John　M．　Echols．　Hassan
Shadily；An　Indonesian－English　Dictionary，　Second　Editien，　New　York，1963．　p．231）
Kit・tel・h　m・k｝・m，　b・hW・deSa　ad・1・h　pUSat　m・・y・rak・t　t・nL〈我々は，村落が農民社
会の中心であるということを知った。〉（lr．　Kaslan　A．　Tohir；Sekltar　Masalah　Pertanian
Rakjat，　Djakarta，1953．　p．16）
　インドネシア語において，アラビア語受動分詞起源の外来語は，更にそれに接辞が接合されて
派成語を形成するものもある．例えば　maksudに接頭辞が接合されたのがbermaksud〈意図
する〉であi）　，またmasyhurに接頭辞と接昆辞が接合されて形成された派成語はkemasyhuran
〈名声〉，memasyhurkan〈有名にする〉である．またmupakatに接頭辞が接合されて形成さ
れた派成語はsemupakat〈合意している〉，　bermupakat〈梱談する〉であり，接頭辞と接尾
辞が接合されて形成された派成語はmemupakati〈同意する〉，　memupakatkan〈根談する〉，
permupakatan〈相談；同意〉，　kemupakatan〈岡意，一致〉である．
　また古い形であるが，hasil　mahsul〈産物〉のように，アラビア謡受動分詞に語源をたどるこ
とができるmahsul〈産物〉がhasi1〈鷹物〉と組合わされて複合語となったものもみられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　おわりに
　本稿で取扱う外来語の音形の特徴，ジャウK文字（アラビア文字）による字形，用法，意昧に
関することは，それぞれ穣関連して本稿で取扱う外来語の語源をアラビア語受動分詞にたどる手
がかりになるが，インドネシア語は，イスラム教，イスラム文化の渡来と共に，アラビア語から，
またペルシア語，ウルドゥ語などのように既にアラビア語の影響を受けた言語から，時期的にほ
ぼ樹じくして影響を受けた結果，本稿で取扱う外来語も，アラビア語から直接とり入れられたの
か，またアラビア語の影響を受けた雷語を経て蘭接的にとり入れられたのか，原語を求めるとい
うことになると臨難である．
　書葉の中には時がたつにつれて使われなくなってしまう欝葉，所謂廃語があるが，特に外来語
は栄枯盛衰がはげしい．インドネシア語にみるアラビア語受動分詞に語源をたどることができる
外来語にも，上述のもののほかに，インドネシア語にとり入れられていたにもかかわらず，既に
廃語となってしまったものがあるかもしれない．上述のものの中にも次第次第に使われなくなっ
ていくものもあるが，majemuk，　makhluk，　maksud，　maklum，　makmur，　marhum，　marhumah，
masyhur，　mujar（r）ab，　masyarakat，　mupakat，　mgsyawarat，　mutlakなどは現在もよく用いられる
ものである．
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〈譲〉
　註1．　musababはアラビア語動調轡　　sa｛）baba　〈引起す〉の受動分詞pa，　　musabbab　〈引
起された；結果〉に語源をたどることができるが，インFネシア語ではsebab　musabab〈1票i灘〉としてみられ
る．このsebab　musababは，アラビア語轡　　sabab　〈理磁〉に語源をたどることができるところの
sebab『 ＜理Ail＞にmusababが組合わされて複合語となったものと考えられるし，またアラビア語
嘱㌧協」〈駆と繰〉が起源で，・のう碇嗣」・1慌つ汲び接糖3W、がそれ
ぞれ脱落した形であるとも考えられる．
tw　2・　F・　St・i・gass・　ph・D・；AC・mp・eh・n・ive・P・rsi・n－E・gl圭・h　Di・t三・nary，・Third・lmpxe・si・n，　L。nd。。，1947．
　　　　及びFerozsons；Urdu－£nglish　Dictionary，　Fjrst　Edition，　Karachi，1960．を参照．
　註3。矢崎源九郎；日本の外来語，東京，1966．p．7参照．
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